
巻頭エッセイ

一
九
九
四
・
九
五
年
の
メ
キ
シ
コ
、
一
九
九
七
・
九
八
年
の
東
ア
ジ
ア
、

一
九
九
八
年
の
ロ
シ
ア
、
二
○
○
一
年
の
ト
ル
コ
、
二
○
○
二
年
の
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
等
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
以
降
、
開
発
途
上
国
で
は
通
貨
危
機

が
発
生
し
た
。
資
本
が
急
速
か
つ
大
量
に
移
動
す
る
国
際
経
済
環
境
の
下

で
、
固
定
的
な
為
替
制
度
を
採
用
し
て
い
た
開
発
途
上
国
は
、
為
替
レ
ー

ト
の
大
幅
な
減
価
と
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
経
験
し
た
。
通
貨
危
機
が
開
発
途

上
国
の
安
定
的
な
成
長
を
妨
げ
る
こ
と
か
ら
そ
の
防
止
策
を
考
え
る
こ
と

は
、
開
発
途
上
国
と
先
進
国
に
と
り
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

経
済
危
機
の
適
切
な
処
方
箋
を
書
く
た
め
に
は
、
ま
ず
適
切
な
診
断
が
必

要
で
あ
る
が
、
経
済
理
論
が
診
断
の
基
礎
と
な
る
。

経
済
学
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
主
要
な
経
済
理
論
の
発
展
は
多
く
の

場
合
に
、
現
実
問
題
の
解
明
と
解
決
を
契
機
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を

二
人
の
経
済
学
者
リ
カ
ー
ド
ウ
と
ケ
イ
ン
ズ
を
例
と
し
て
検
討
し
た
い
。

一
八
一
七
年
に
著
さ
れ
た
『
経
済
学
及
び
課
税
の
原
理
』
に
お
い
て
リ

カ
ー
ド
ウ
は
比
較
生
産
費
説
を
展
開
し
、
相
対
的
に
生
産
性
の
高
い
商
品

の
輸
出
か
ら
生
じ
る
貿
易
利
益
を
説
明
し
た
。
そ
の
背
景
は
、
英
国
の
経

済
発
展
の
過
程
で
土
地
の
限
界
生
産
性
が
低
下
し
経
済
成
長
が
停
滞
す
る

の
を
防
ぐ
た
め
に
、
農
産
品
輸
入
と
工
業
品
輸
出
を
通
じ
た
経
済
発
展
を

推
奨
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
三
六
年
に
ケ
イ
ン
ズ
は
、
利
子
率
が
組
織
化
さ
れ
た
資
産
市
場
に

お
い
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
流
動
性
選
好
説
と
、
供
給
で
は
な
く
有
効
需

要
こ
そ
が
短
期
的
な
総
生
産
量
を
決
定
す
る
と
い
う
原
理
を
核
と
し
た

『
雇
用
・
利
子
及
び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
を
著
し
た
。
そ
の
背
景
は
、
英

国
に
お
い
て
金
融
資
産
の
蓄
積
が
進
み
資
産
市
場
が
発
展
し
て
い
た
一
方

で
、
高
い
失
業
率
が
記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

現
代
の
経
済
学
者
は
、
開
発
途
上
国
の
通
貨
危
機
を
背
景
と
し
て
い
か

に
経
済
理
論
を
発
展
さ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
現
代
有
数
の
経
済
理
論
家

で
あ
る
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
一
九
七
九
年
に
財
政
赤
字
が
通
貨
危
機
を
も
た

ら
す
理
論
を
発
表
し
て
い
た
。
し
か
し
、
経
済
の
基
礎
的
諸
条
件
が
健
全

で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
で
一
九
九
七
・
九
八
年
に
通
貨

危
機
が
起
き
た
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
ク
ル
ー
グ
マ
ン
は
投
資
家
の

期
待
の
変
化
に
よ
り
資
本
が
急
速
か
つ
大
量
に
国
境
を
越
え
移
動
す
る
こ

と
と
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
が
負
っ
て
い
た
巨
額
の
外
貨
建
て
債
務
の
役
割
に

焦
点
を
あ
て
た
通
貨
危
機
の
理
論
を
一
九
九
九
年
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は

現
代
に
お
い
て
も
現
実
問
題
の
解
明
を
契
機
と
し
て
経
済
理
論
が
発
展
し

た
一
例
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
金
融
市
場
に
お
け
る
投
資
家
の
期
待
の

あ
り
方
が
経
済
の
不
安
定
性
の
原
因
と
な
る
こ
と
は
、『
雇
用
・
利
子
及

び
貨
幣
の
一
般
理
論
』
に
お
け
る
ケ
イ
ン
ズ
も
持
っ
て
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。
世
界
経
済
が
金
融
的
に
統
合
し
て
ゆ
く
過
程
で
発
生
し
た
開
発

途
上
国
に
お
け
る
通
貨
危
機
の
原
因
解
明
を
、
ケ
イ
ン
ズ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
に
さ
ら
に
推
し
進
め
る
こ
と
は
現
代
経
済
学
に
と
り
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
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